
 
  

 

 

 

 

 

ほし組 

 

〇友達に自分の考えを言ったり、友達の考えを受け入れたりしながら、遊びや生活を一緒に進めていけ

るように指導します。 

〇カルタやこまなどの正月遊びを友達と一緒に楽しむ中で、文字や数に興味や関心がもてるようにしま

す。 

〇学級の友達と一緒に子ども会に向けた活動を取り組む中で、自分らしさを発揮し、これまでの経験を

生かして劇を作り上げる充実感を味わえるようにしていきます。 

１月はこのような指導をします 

『大きな飛躍の年に』 
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新年明けましておめでとうございます。今年の干支は午（うま）です。午（うま）は馬

を象徴しており、活力や行動力、前進、情熱、といった意味合いがあり、新しい挑戦や大

きな飛躍が期待される１年になるとされています。今年の４月には小学生になるほし組の

子どもたちにぴったりの干支です。 

ほし組の子どもたちは、いよいよ３か月後には小学校に入学します。これまで幼稚園で

は様々な活動を通して経験を重ね、成長してきました。今年度はもも組がいない中での生

活になりましたが、そのような中でも多くの人と交流もしてきています。 

運動会を通して西巣鴨新田町会の方々にお神輿に触れさせていただいたり、巣鴨北中学

校の３年生と交流活動をしたりしてきました。１２月のほし組ランドには、西巣鴨小学校

の子どもたちだけではなく、西巣鴨第三保育園に来てもらい、交流しました。また、この

交流をきっかけに、今度は西巣鴨第三保育園のお店屋さん遊びにも参加してきました。こ

の活動を通して、西巣鴨第三保育園の子どもたちとはすでに顔見知りになり、「同じ学校

だね」などと会話していました。 

こうして、今年度は少ない人数だからこそのフットワークの軽さを生かし、様々な経験

を重ねてきています。残りの３か月でも活動の充実を図り、ほし組の子どもたちが自信を

もって小学校へ入学していけるよう努めて参ります。 

今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

西巣鴨幼稚園だより 

にしすようでなにしよう？ 
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